
　学習は、「経験を媒介として、生活体の行動
が比較的永続的に変容すること」と心理学では
定義されます。和顔愛語46巻38ページに詳しく
説明がされています（鈴木，2018）ので参照し
てください。本項では、学習の一つの形態であ
る社会的学習について説明していきます。
　社会的学習とは、分かりやすく言えば「他者
からの学習」ということです。皆さんが学習に
関して最初に習う、古典的条件付けによる学習
やオペラント条件付けによる学習は、学習者自
身が経験を繰り返すことによって行動の変容が
起こります。しかしこれは、効率性という観点
でみれば、コストがかかったりリスクがあった
りします。例えば、『新しく入手したスマホア
プリの正しい使い方』を学習する事例を考えて
みましょう。私たちは、実際にアプリを起動し、
いろいろ試して、上手くいかないことを何度も
経験しながら、最終的に正しい使い方を学ぶこ
とができます。しかし、それは無駄な時間も多
く非効率的でもあります。それをするくらい
だったら、そのアプリに詳しい誰かに聞いたり、
その人の使い方を見て真似をしたりして覚える
方が、はるかに効率的です。このような他者か
らの学習を社会的学習といいます。心理学者の
トマセロ（Tomasello, M.）は、ヒトはこの社
会的学習が得意なため、素早く情報を伝達する
ことができ、他の生物と比べて高度な文化を作
り上げることができたと主張しています。
　この社会的学習を、ヒトは幼いころから行っ
ていることも分かってきました。赤ちゃんは、
自分よりも知識があり、自分に教えてくれるで
あろう他者（多くは大人）に注意を向けたり、
マネをしたりします。メルツォフ（Melzoff, A.）

は、生後まもない新生児が、他者の顔の動きを
真似する場合があることを報告しました。また、
大人がアイコンタクトをしたり、対乳児発話
（IDS、マザリーズとも呼ばれる、赤ちゃんに
向けられる、通常よりピッチが高かったり、ゆっ
くりだったりする話し方）をすると、赤ちゃん
の学習がより進むということも、チブラ（Csibra, 
G.）たちの研究から示されています。
　しかし、他者から学ぶ社会的学習が効率的と
は言え、どのような他者でも無差別に信じて学
習するのは賢い戦略とは言えません。なぜなら、
全ての他者が必ずしも有益な正しい情報を提供
するとは限らないからです（先述のスマホアプ
リも、初心者の行動を真似しても正しい使い方
は学習できないでしょう）。実は、子どもはか
なり早いうちから学習する相手を選んでいると
いうことも、さまざまな研究から明らかになっ
てきました。例えば１歳を過ぎた頃から、自分
の判断に自信がない時にだけ大人の助けを求め
ます（グーピル；Goupil, L.）。また３歳頃からは、
見知らぬ大人よりは、見知った大人からの情報
を取り入れることも分かっています（ハリスと
コリボー；Harris, P. & Corriveau, K.）。子ども
であっても無差別的に社会的学習を行うわけで
はありません。自分にとって必要な場合に、そ
して信頼できそうな相手から、選択的に社会的
学習をしていると考えられています。
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